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細
朋

詔
甜

謂
踊

蒜
綿

甑
瑠
｡

)

こ

の

鮎
に

つ

い

て

列
旨
す
べ

き

で

あ

る
｡

(

一

橋
大

畢
大

草
院
畢
生
)

慣
習
に

よ

る

公

水

位
用
橿
の

性
質

､

範
囲

卒

井

孝

昭

和
三

二

年
五

月
二

八
日

長
野
地

方

裁
判
所
判
決

(

弼

虻
批
餌
臥
術
計
鯛
那
棚
行

)

行
政

裁
判
例
集
第
八
巻

第
五

競
九

一

二

(

一

二

四
)

頁

(

事
‡
)

被
告
長
野
煤
知
事
は

､

訴
外
昭

和
電
工

株
式
合
社
の

自
家
蟄

電
計
蓋
に

基
く

本
件
各
河

川
(

順
馴

駕
綱
馴
柁

諾
州

宗
鍋
個
大

)

の

餞
電
水
利

使
用
一･

水
の

使
用

･

工

作
物
設
置
許
可

申
請
並
び
に

そ

の

欒
更
の

許
可

認

可
の

再
度
の

申
請
に

封
し

､

三

次
に

亙

り
､

夫
々

､

右
許
可
認
可
虞
分
を

し

た
(

哺
卜

♂
欄
忙

㌔

宗
一
虻
∵

嘩
一

一
撃

諾
)
｡

こ

れ
に

封
し
て

､

H
原
告
等
は

慣
習

法
に

よ

り

成
立
し

た

水
利
権
を

有

す
る

｡

こ

れ

は

河
川
法

･

そ

の

附
属
法
令

･

都
道
府
煤
知
事
の

水
利
使
用

許
可
虞
分
に

よ
る

も
の

で

な

く

私

法
上
の

物
権
的
用
益
植
で

あ

る
｡

従
っ

て
､

右
権
利
は

本
件
河

川
全

流
量
に

及
ぶ

も
の

で

あ
る

の

に
､

右
各
行
政

虞

分
は

右
樺
利
を

一

定
数
量
に

制
限
し

残
飴
を

費
電
に

使
用
す
る

こ

と

を

許
可
の

内
容
と

し
て

い

る

か

ら

水

利
権
を

侵
害
す
る

｡

併
せ

て
､

H
和
解

契
約
に

違
反
し
､

伺
飲
用
水
混
濁

､

㈲
差
別
待
遇
を

し
､

何
財
産
権
収
用

ト
､

し‾ノ■∴ご

の

補
償
を
せ

ず
､

閃

塗
卑
見

､

通
知

､

公
示
を

映
き

､

佃
職
権
濫
用
の

連

減

法
が

あ
る

か

ら
､

本
件
各
虞
分
の

取
滑
を

求
め
る

｡

こ

れ

に

封
し

被
告
は

H
原
告
等
の

有
す
る

慣
習
法
上
の

水
利
権
は

､

明

治
二

九
年
勅
令
第
二

三

六

駿
河
川
法
施
行
規
程
第
十

一

俵
に

よ

り
+

河

川
法
又
は
こ

れ

に

基
く

命

令
に

よ

り

許
可
を

受
け
た

も
の

と

み

な

さ

れ
､

従
っ

て
､

国
文

は

公
共
国

債
と

私
人
と

の

間
に

存
す
る

権
利
と

し

て

の

公
樺
で

あ

り
､

.
そ
の

効
力
は

完
全
排
他
的
で

な

く
､

使
用
目

的
､

公
益
上
の

必

要
に

よ

り

あ
る

程
度
の

制
約
に

服
す
る

も
の

で

あ

る

か

ら
､

原
告
主

張
の

権

利
寝
首
及
び

H
乃
至

他
の

違
法
は

な

く
､

右
請
求
の

棄
却
を

求
め

る
｡

(

判
旨
)

棄
却

｡

一

､

管
理

者
の

設
定
行

偽
に

よ
っ

て

成
立

す
る

公
水

使
用
権
は

､

管
理

者
が

行
改
廃
と

し

て

の

公
益
判
断
に

基
き

､

優
越
的
権

力
作
用
と

し
て

こ

れ

を

設
定
す
る

も
の

で

あ

る

鮎
に

か

ん

が

み
､

公
法
上

の

樺
利
と

解
す
べ

く
､

右
横
利
が

慣
習
に

よ
っ

て

成
立
し
た

L

き
も

､

こ

れ

と

別
異
に

解
す
る

理

由
は

な
い

｡

二
､

慣
習
に

よ

る

公
水
使
用
橙
は

､

雷
該
河
川
に

河

川
法
が

準
用
さ

れ

る

場
合
に

は
､

河
川
法
施
行
規
程
第
十

一

條
に

よ

り
､

河

川
法
ま

た

は
こ

れ

に

基
く

命
令
に

よ

り

許
可
を

受
け

た

権
利
と

み
な

さ

れ
､

ま

た
､

嘗
該
河

川
に

願
保
例
が

通
用
さ

れ

た

場
合
に

は
､

明
文
は

な

い

が
､

條
理

上

同
じ

く

右
條
理
に

よ
っ

て

許
可
を

受
け

た

も
の

と

み

な

さ

れ
､

以

後
こ

れ

ら
の

法
令
に

従
っ

て

規
制
さ

れ

る

に

至
る

と

解
せ

ら

れ

る

と
こ

ろ
､

河
川
法
の

準
用
ま

た
は

傑
例
の

適
用
に

よ
っ

て

と

く
に

そ

の

河

川
に

存
す
る

公
水
使
用
権
の

効
力
に

滑
長
を

き

た

す
こ

と

は
な

く
､

し

た

が
っ

て

こ

れ

に

よ

り

公
水
使
用
橿
が

侵
害
さ

れ

る

も
の

と

…
=

す
る

こ

と

は

で

き

な
い

｡

三
､

省
略

｡

四
､

公
共
用
物
は

､

一

般

公

衆
の

共
同
使
用
に

供
せ

ら

れ
､

公
共
の

宿
敵
に

奉

仕

す
べ

き

使

命
を

有

′
▲

､

､■

句 題 +



し
､

特
定
人
が

こ

れ
に

つ

き

完
全
に

排
他

的
濁
占

的
な

使
用
権
を

有
す
る

と

す
る
こ

と

は
､

公
共
用
物
と

し

て

の

性
質
に

相
反

す
る

か

ら
､

公
共
用

物
使
用
権
の

及
ぶ

範
囲
は

､

そ

の

使
用
目
的
達

成
の

た

め

必

要
な

限

度
に

と

ど

ま

る

も
の

と

解
す
べ

き
で

あ
る

一

五
､

六
､

七
､

省
略

｡

(

評
繹
)

公
水
使
用
権
の

成
立
は

､

特
許
芯

よ

る

場
合
と

慣
習
故
に

よ

る

場
合
と

に

わ

か

れ

る
｡

脚
特
許
に

よ

る

公
水
使
用
樺
の

性
質

｡

従
来

､

私
権
説

､

公

権
説
の

封
立

が

あ
る

｡

前
者
は

主
と

し

て

判
例
に

よ

り
(

林
増

…

鳥
シ

得
べ

キ
コ

ト
)

(

同
二

五

四

頁
)

に

あ

る
(

酌
叫

㌫
儲

婚
姻
㌧

一

散
鮎
硝

触

鸞
駄

ぷ
射
酌
鵬
加

譜
瑞
配
り

鶏
別

品
肘

彗
鮭
軒

雫
)

｡

惟
う
に

､

私
権
説
は

､

公
権
を

も
っ

て
､

一

般
に

譲
渡
性
を

有
し

な
い

と

の

前
提
に

立
ち

､

公
水
使
用
権
を

し
い

て

私
権
と

し
て

概
念
構
成
し

､

そ

の

譲
渡
性

を

認
め

㌻
つ

と

す
る

趣
旨
に

出
て

い

る

も
の

と

思
わ

れ
る

が
､

公
樺
必

ず

し

も

移
樽
性
な

し
と

せ

ず
(

宗
私
物
如
猷

喝
踊
舶

㌔
語

草
一
六

)
､

従
っ

て
､

か

か

る

考
え

方
は

正

常
と
い

え

な
い

で

あ

ろ

う
(

甲

前

準
蓋

覿
鯛
細

○
(

オ
)

八

〇
九
既
同

一

一

･

五

･

四
民
一

貫
)

､

札
幌
地

昭
九
(

レ

)

八

四

鰊
同

一

一

･

判
､

二

民
集
一
巻
二

三

五

貢
(

大
系
2

(

1
)

一

五

六

二

八

民
二

判
､

新
聞
四

一
五

三

窮
七

真
人

大
系

艶
訪
露

⊥

諸
肌

韓
一

㌘
(

表

毎
議
那

幣
臥

臥

聖
評

新
)

､

後
者

は

単
記
に

よ

り

議

題
‥

諾
監
卵

類
計
題
軌
頂
御
朗

鮎
謂
蔚
即

蒜

碧
五

)

夫
々

､

主
張
さ

れ

て

き

て

い

る
｡

私
権
説
は

､

そ
の

論
按
を

､

一

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

静

㌫
窟
掛
(

川
釧

粥
欄
帥
硝

㌍
即

納
細

説
㌶
叫

M

㌫
州
即
納
瑚

議

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

畑

私
議
㌶
詣
加
ゎ

翳
臥
Ⅷ
瑞
)

静
掛
(

秒

掛
)

性
(

碩

詣
鰍
”

鵬
朋
郡

詣
叫

ル

特
踵
ノ

権
利
二

外
ナ

ラ

サ

ル

カ

故
二

其
ノ

土

地
ノ

所
有
権
力

他
二

者
萄
シ

タ

ル

場
合
ニ

ハ

占
有

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

関
係
に

お

け

る

公
法
と

私
法

､

時
報
二

九
巻
七
既
五

八

頁
は

｢

公
物
の

上

に

私

権
と

と

も

豊
(

存

ヽ

ヽ

ヽ

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

､

､

､

､

､

し

う

る

比

較
的
幅
の

贋
い

弾
力
性
あ

る

公
権
の

観
念
を

認
め

る

な

ら

ば
､

公

械
説
的
考
え

方
は

､

好
モ

亦

地
方
行
政

磨
ノ

許
可
ヲ

條
件
ト

シ

テ

土

地
所
有
機
二

曙
伶
シ

テ

他
二

移
樽
ス

ル

(

前
福

大

( 1 0 3) 判 例 研 究

諸
宗
臥
財
山

)

に

求
め
て

い

る

(

傍

鮎
筆
者

､

以
下

同
じ
)

｡

こ
■
れ

に

封
し

て

公
権
説
の

代
表

的
見
解
で

あ

る

美
濃
部
博
士
の

論
接
は

､

｢

図
ノ

公
物

タ

ル

公
水
ハ

公
共
ノ

用
二

供
セ

ラ
ル

ル

コ

ト

ヲ

其
ノ

本

来
ノ

性

質
卜

鳥

シ
+

｢

完
全
ナ
ル

排
他
的
濁
占
的
効
力
ヲ

有
ス

ル

モ

ノ

タ
. ル

コ

ト

ヲ

得
ズ
+

(

前
掲
書
四

二

七

頁
)

｢

公
物
使
用
権
ハ

､

債
権
的
性
質
ノ

公
権
ニ

シ

テ
､

公
物
主
債
ノ

､

､

､

ニ

封
抗
シ

得
.べ

ク
､

絶
テ
ノ

第
三

者
二

封
抗
シ

得
べ

キ

私

樺
二

非
ズ
+

(

前
掲
書
二

五

四

頁
)

｢

公

益
上
ノ

必

要
二

因
り

公
物
主
倍
ノ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

■ヽ
ヽ

一

方
的
意

局
二

依
り
+

｢

其
ノ

権

利
ノ

愛
東

､

取
滑

､

條

件
ノ

改
定
ヲ
…

船
場
如
硝
蜘

詣
川

茹
髭
㌫
闇

雲
ポ

ジ
鮨
窮
転

"

新
駅

諾
∽

韻
折
軌

表
耶

㌫
臥
如
硝

轟
覿

肘
凱
軸

鮎
瑠

l量
感

雛
如

い

)
｡

蓋
し
､

河

川
が

公
水
と

し
■て

(

表
別

堅
箭
虹

臣
折
鶴

蒜
㌫

牢
(

耐
針

覧
.

竺
畑

‥

一
一

一

㌻
二

脚
‥

望
止

む
一

聖
詣
断
摘

翳
諾
許
諾
誰

々
そ

の

物
性

上

及
び

水
利
経
済
上

｢

直
接
に

公

共
の

福
祉
の

た

め
に
+

そ

の

管
理

室
優

に

よ
る

規
律
を

受
け
る
べ

き

こ

と

は
､

ま

さ

し

く
､

そ
の

公
共
用
物
性

､

換
言
す
れ

ば
､

河

川
自
餞
の

性
質
上

､

嘗
然
に

､

現

在
､

清
爽
に

亙
っ

て

公

衆
に

解
放
さ

れ
る
ぺ

き
こ

と

を

漁
想
さ

せ

る
､

自

然
公
物
と

し
て

の

河

川
に

基
く

が

故
に

､

か
ゝ

る

公
共
用
物
上

に

設
定
さ

れ

た

使
用

権
が

公

権

と

な

る
こ

と

は

明

白
で

あ
る

｡

か

く

解
す
る

な

ら

ば
､

特
許
に

よ

る

公
水

使
用
権
が

､

美
濃
部
博
士
の

説
か

れ

る

よ

う
に

､

公
樺
で

あ

る
こ

と
に

疑

い

な

く
､

従
っ

て
､

列
旨
第

一

茹
の

結
論
は

正

常
と

言
っ

て

よ
い

｡

併
し

な

が

ら
､

美
濃
部

博
士
の

論
按
は

､

第
一

に
､

河
川
の

公
共
用
物
性
(

本

束
的
資
質
的
理

由
)

第
二

に
､

使
用
権
の

公
法
上
の

制
限

(

汲
生

的
理

由
)

に

あ

る

と

思
わ

れ

る

か

ら
､

列
旨
第

一

鮎
が

掲
げ
た

｢

管
理

者
が

行
改
廃

誠
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